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高
尾
神
社
扁
額
俳
句
の
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
部
清
一

　
〔
前
略
〕　

　

出
句
者
二
十
五
人
の
う
ち
五
人
の
出
身
地
は
判
明
し
て
い
る

が
残
り
二
十
人
の
出
自
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
方
に
連
絡
を
呼

び
か
け
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
記
事
に
な
っ
た
晩
、
電
話
連
絡
が

あ
り
、
こ
の
掲
額
の
催
主
者
で
あ
る
「
一
花
」
の
出
身
が
判
明

し
た
。

　

石
井
露
月
研
究
会
員
の
露
月
俳
句
観
賞
講
座
の
常
連
で
、
現

在
秋
田
市
在
住
の
伊
藤
正
祥
氏
が
曾
祖
父
の
伊
藤
房
松
が
そ
の

人
で
は
な
い
か
と
名
乗
り
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
。

　

伊
藤
房
松
翁
の
戒
名
が
義
壽
院
一
花
春
性
居
士
と
俳
号
が
刻

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。（
ち
な
み
に
正
祥
氏
の
父
も
俳
号「
柿
紅
」

で
戒
名
に
刻
ま
れ
て
い
る
。）

　

伊
藤
家
は
、
種
沢
が
出
身
地
で
同
地
の
大
地
主
伊
藤
惣
兵
衛

（
宗
家
）
の
第
一
分
家
で
あ
る
と
言
う
。

　

伊
藤
惣
兵
衛
と
い
え
ば
明
治
維
新
の
廃
藩
置
県
後
の
、
近
郷

政
界
に
は
隠
然
た
る
力
を
持
つ
大
人
物
で
、
伍
長
総
代
は
勿
論
、

そ
の
後
の
種
沢
村
外
五
ヶ
村
戸
長
役
場
の
官
選
戸
長
、
更
に

明
治
二
十
一
年
四
月
の
町
村
制
の
公
布
の
折
、
官
選
戸
長
の
立

場
か
ら
六
ヶ
村
（
種
沢
、
平
尾
鳥
、
左
手
子
、
相
川
、
戸
賀
沢
、

女
米
木
）
の
単
位
と
す
る
立
村
を
主
張
、
結
局
そ
の
案
が
取
り

入
れ
ら
れ
「
中
川
村
自
治
制
施
行
許
可
が
、
明
治
二
十
二
年
四

月
一
日
に
出
」
中
川
村
が
発
足
し
た
。
勿
論
、
伊
藤
惣
兵
衛
が

村
長
と
な
っ
た
。

　

新
発
足
の
村
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
共
有
財
産
及
負
債

の
処
分
に
つ
い
て
の
協
議
で
、
共
有
財
産
整
理
協
議
委
員
と
し

て
種
沢
村
よ
り
、
加
藤
専
太
郎
、
伊
藤
房
松
が
選
任
さ
れ
て
い

る
。
伊
藤
村
長
の
側
近
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
伊
藤
房
松
の
抜

擢
は
当
然
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

当
然
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
一
花
が
、
秋
田
を
中
心
と

し
た
俳
人
た
ち
を
糾
合
し
て
、
高
尾
神
社
へ
の
扁
額
奉
納
し
た

　

書
肆
え
ん
通
信

高
尾
神
社
扁
額
俳
句
の
そ
の
後
…
…
…
長
谷
部
清
一
…
１

露
月　

芭
蕉　

子
規
…
…
…
…
…
…
…
工
藤　

一
紘
…
２

「
新
雪
」
と
悠
心
俳
句
会
…
…
…
…
…
伊
藤　

正
祥
…
７

2021・12・25 
書肆えん

秋田市新屋松美町
5 － 6

№ 8 



2

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

伊
藤
氏
宅
に
は
、
河
東
碧
梧
桐
筆
の
掛
軸
が
あ
り
、
明
治

四
十
年
碧
梧
桐
が
女
米
木
来
訪
し
た
折
、
一
花
も
歓
迎
句
筵
に

参
加
し
、
そ
の
折
に
揮
毫
し
て
貰
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
、

期
待
し
て
い
る
。

　

明
治
三
十
五
年
、
露
月
邸
を
会
場
に
、
荒
木
房
冶
（
女
米
木

小
学
校
校
長
、
鷺
郷
）
が
幹
事
役
の
渋
柿
会
と
い
う
俳
句
結
社

つマ
マ

く
ら
れ
た
。
こ
の
会
に
は
新
波
、
小
種
な
ど
の
俳
人
と
共
に
、

種
沢
よ
り
伊
藤
寛
（
宇
佐
見
）
加
藤
重
治
（
矢
風
）
伊
藤
秀
一

（
秋
逸
）
伊
藤
政
司
（
静
史
）
加
藤
専
蔵
（
種
山
）
加
藤
天
朗
（
天

朗
）
伊
藤
忠
一
（
翠
江
）
川
尻
忠
一
（
不
撰
）
川
尻
忠
蔵
（
寛

海
）
の
九
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

明
治
四
十
年
四
月
の
渋
柿
会
五
句
集
「
霞
」
に
出
句
す
る
者

の
中
に
は
種
沢
の
宇
佐
見
、
静
史
、
種
山
、
矢
風
、
翆
江
、
寛

海
、
不
撰
の
七
人
が
み
え
る
。

　

同
年
七
月
三
十
日
の
碧
梧
桐
来
訪
の
記
事
は
『
三
千
里
』
に

碧
梧
桐
が
書
い
て
い
る
が
、
全
体
像
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

茲
に
加
藤
蒓
江
が
「
女
米
木
の
思
い
出
」
と
い
う
文
が
あ
り
、

碧
梧
桐
女
米
木
訪
問
を
紹
介
し
て
い
る
。（
青
雲
９
８
号
）

     

「
山
上
、
村
社
舞
殿
の
平
地
に
酒
を
運
び
飯
を
炊
き
、 

川 

鱒
を
切
つ
て
歓
迎
の
小
集
を
催
す
。
会
す
る
者
碧
梧
桐
、

露
月
、
鷺
郷
、
耕
畝
、
種
山
、
静
史
、
矢
風
、
禾
村
、
梅

仙
、
柚
釜
、
蒓
江
。
雨
乞
、
蝉
二
題
十
句
、
互
選
あ
り
、

山
下
川
向
ひ
の
里
に
灯
と
も
る
頃
下
山
す
。」
…
…
と
あ

り
、
種
沢
よ
り
は
三
人
の
参
加
で
あ
る
。

　

又
、
碧
梧
桐
訪
問
時
の
句
稿
が
荒
木
房
冶
校
長
関
係
者
に
保

存
さ
れ
て
お
り
、
課
題
吟
雨
乞
、
蝉
、
御
祓
川
、
夏
菊
、
初
秋

な
ど
の
句
が
確
認
で
き
る
の
で
、
伊
藤
氏
宅
保
存
の
碧
梧
桐
筆

と
照
合
で
き
れ
ば
繋
が
り
の
有
無
が
確
か
な
も
の
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（「
女
米
鬼
」
一
〇
二
号
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
日
発
行
よ
り
）

　
　

露
月
　
芭
蕉
　
子
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
　
一
紘　
　

一
、
高
尾
神
社
へ
の
俳
句
扁
額
の
奉
納
と
催
主
・
一
花

　

露
月
生
誕
地
、
女
米
木
高
尾
神
社
里
宮
の
拝
殿
に
、
明
治

二
六
年
六
月
八
日
奉
納
の
俳
句
扁
額
が
あ
り
、
こ
の
中
に
露
月

の
秋
田
中
学
時
の
一
句

　

夕
立
の
わ
す
る
も
の
ら
し
松
の
月

が
『
露
月
全
句
集
』
九
二
九
一
句
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い

露
月
新
出
句
で
あ
る
こ
と
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。（
平
成

二
十
三
年
九
月
十
三
日
、
十
四
日
付
・
秋
田
魁
記
事
と
長
谷
部

清
一
稿
）
作
句
年
代
別
『
露
月
全
句
集
』　
（
平
成
二
二
年
三
月



3

秋
田
市
雄
和
図
書
館
刊
）
刊
行
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ド
ラ
マ
と

い
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
扁
額
の
存
在
そ
の
も
の
は
以
前
か
ら
長

谷
部
氏
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
新
出
句
で
あ
る
こ

と
は
二
年
三
カ
月
（
平
成
二
十
一
年
三
月
～
二
十
三
年
六
月
）

に
及
ぶ
「
露
月
俳
句
鑑
賞
講
座
」
の
中
で
確
か
め
ら
れ
た
も
の
。

　
『
露
月
全
句
集
』
は
露
月
が
子
規
と
従
遊
し
た
明
治
二
七
年

春
か
ら
昭
和
三
年
九
月
の
没
ま
で
を
作
句
年
代
別
は
も
ち
ろ
ん
、

五
十
音
別
、
季
語
別
に
分
類
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
付
き

の
事
業
で
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
人
は
超
雲
吟
社
代
表
伊

藤
義
一
氏
で
あ
り
、
そ
の
後
エ
ク
セ
ル
を
付
与
し
た
人
が
雄
和

古
文
書
研
究
会
の
柏
谷
勉
氏
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
底
本
は
露

月
没
直
後
に
草
稿
を
筆
写
整
理
し
た
加
藤
蒓
江
、
加
藤
凡
化
に

よ
る
も
の
。

　

扁
額
の
存
在
が
長
谷
部
氏
に
よ
っ
て
女
米
木
文
芸
協
会
が
発

行
す
る
地
域
発
信
誌
『
米
女
鬼
』（
百
一
号
・
平
成
二
三
年
八

月
十
日
発
行
）
に
発
表
さ
れ
た
時
、
奉
納
の
年
が
明
治
二
六
年

で
あ
る
こ
と
に
熱
い
視
線
を
送
っ
た
人
が
い
た
。
子
規
研
究
者

の
和
田
克
司
氏
で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
は
芭
蕉
没
二
百
年
に

あ
た
り
、
子
規
は
奥
羽
へ
旅
「
は
て
知
ら
ず
の
記
」
で
秋
田
を

訪
ね
た
年
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
年
の
秋
に
は
二
十
歳
の
露
月
が

青
雲
の
志
を
抱
い
て
上
京
し
た
年
で
あ
っ
た
。

　

奉
納
し
た
俳
人
二
十
五
名
は
石
井
露
月
、
安
藤
和
風
、
布
川

銀
海
、
佐
川
山
色
な
ど
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
奉

納
句
の
俳
人
ら
の
経
歴
が
判
明
す
れ
ば
明
治
中
期
の
秋
田
の
俳

壇
地
図
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

慶
応
二
年
生
ま
れ
で
私
立
東
京
商
業
卒
業
二
年
目
の
和
風
は

二
十
八
歳
、吉
川
五
明
門
下
の
佐
川
山
色
（
や
ま
い
ろ
）
は
「
古

今
秋
田
英
名
録
」
に
よ
れ
ば
河
辺
郡
船
岡
の
人
で
文
化
年
間
生

ま
れ
と
あ
り
、
八
十
歳
前
後
と
思
わ
れ
る
。
布
川
銀
海
は
露
月

と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
交
遊
の
あ
っ
た
俳
人
で
あ
る
。
長
谷
部

氏
は
新
聞
紙
上
で
「
奉
納
扁
額
に
登
場
す
る
俳
人
の
経
歴
に
つ

い
て
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
ご
高
配
を
賜
り
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
中
で
も
扁
額
を
主
宰
し
た
催
主
・
一
花
の
経
歴

が
分
か
れ
ば
全
体
像
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
特
に
一
花
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
た
。

事マ
マ

態
は
意
外
に
も
我
々
の
近
く
で
急
展
開
し
た
。
石
井
露
月
研

究
会
員
で
友
人
・
伊
藤
正
祥
氏
の
曾
祖
父
＝
初
代
・
伊
藤
房
松

が
そ
の
人
で
な
い
か
と
名
乗
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一

花
は
戒
名
に
義
壽
院
一
花
春
性
居
士
と
俳
号
を
刻
ん
で
い
た
。

俳
人
一
花
こ
と
伊
藤
房
松
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月

二
十
七
日
生マ
マ

ま
れ
た
。
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
の
四
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
明
治
四
三
年（
一
九
一
〇
）二
月
二
十
三
日
逝
去（
享

年
六
二
歳
）、
旧
種
沢
村
太
子
前
二
〇
八
（
現
秋
田
市
雄
和
太

子
前
）
の
人
で
あ
る
。
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河
東
碧
梧
桐
が
「
三
千
里
の
旅
」
の
途
次
、
露
月
山
廬
を
訪

ね
た
の
は
明
治
四
十
年
夏
（
七
月
二
九
日
～
八
月
二
日
）、
七

月
三
十
日
に
は
高
尾
山
で
、
露
月
が
按
配
し
た
膾
を
葡
萄
の
葉

に
盛
り
、
酒
で
も
て
な
す
十
四
人
の
歓
迎
句
会
が
開
か
れ
た
。

翌
三
十
一
日
に
は
女
米
木
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
青
天
井
の
下
で

晩
餐
を
兼
ね
た
十
数
人
の
小
集
が
あ
っ
た
。
一
花
房
松
は
、
い

づマ
マ

れ
か
に
同
席
し
た
と
思
わ
れ
る
（
だ
が
碧
梧
桐
の
『
三
千
里
』

に
は
名
前
は
で
て
い
な
い
）。
そ
の
折
、
拝
領
し
た
と
み
ら
れ

る
碧
梧
桐
直
筆
の
六
朝
風
の
一
幅
「
辻
能
の
班
女
が
舞
や
夏
柳　
　

碧
」
が
今
日
伊
藤
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
家
は
種
沢
村

の
大
地
主
・
伊
藤
惣
兵
衛
の
第
一
分
家
で
二
代
目
（
祖
父
）
恵
一
、

三
代
目
正
夫
は
正
祥
氏
尊
父
・
元
校
長
（
戒
名
・
大
徹
院
正
學

柿
紅
居
士
）で
初
代
と
三
代
目
は
俳
人
で
そ
れ
ぞ
れ
俳
号
の「
一

花
」「
柿
紅
」
を
戒
名
に
刻
む
。
伊
藤
正
祥
氏
は
四
代
目
で
俳

句
を
愛
す
る
元
校
長
と
い
う
家
系
で
あ
る
。
正
祥
氏
の
証
言
に

よ
れ
ば
、
伊
藤
家
は
惣
兵
衛
家
系
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
か
露

月
の
母
ケ
ン
の
実
家
平
四
郎
家
と
仲
が
よ
く
、
正
祥
氏
も
幼
少

期
平
四
郎
家
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
露
月

と
平
四
郎
一
家
と
の
親
密
さ
を
考
慮
す
る
と
、
惣
兵
衛
の
政
治

力
を
除
い
て
も
、
俳
人
一
花
と
し
て
碧
梧
桐
歓
迎
句
会
に
招
待

を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
推
察
さ
れ
る
。

扁マ
マ

額
に
刻
ま
れ
た
一
花
の
二
句
に
つ
い
て
和
田
氏
の
識
に
従
っ

て
紹
介
し
て
み
た
い
。

柳
に
も
ふ
か
ぬ
風
あ
り
薄
羽
織　
　
　
　

一
花

　
　

夏
羽
織
を
着
て
み
る
と
、
柳
に
風
が
吹
か
ぬ
ほ
ど
の
様
な

が
ら
、
い
か
に
も
涼
し
い
。
大
旦
那
の
薄
羽
織
が
ま
ぶ
し

い
の
ど
か
な
光
景
で
あ
る
。

暮
れ
ぬ
か
ら
海
の
上
な
り
夏
の
月　
　
　

一
花

　
　
「
暮
れ
ぬ
か
ら
」
に
て
、「
暮
れ
る
か
暮
れ
ぬ
う
ち
に
」
の

意
味
に
な
り
、
海
上
に
月
が
出
た
光
景
。
通
例
な
ら
ば
東

海
の
光
景
な
が
ら
、
催
主
と
し
て
、
一
つ
は
室
内
、
家
の

周
辺
の
光
景
を
詠
ん
で
、
ゆ
と
り
あ
る
風
情
を
強
調
し
、

一
つ
は
大
き
な
光
景
で
夏
の
句
な
が
ら
、
秋
の
豊
作
を
祈

念
す
る
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

  　
「
大
旦
那
の
薄
羽
織
」
の
一
句
は
い
か
に
も
、
伝
え
ら
れ

る
曾
祖
父
＝
初
代
・
伊
藤
房
松
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
だ
と
、

正
祥
氏
は
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

　

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
は
一
花
四
四
歳
で
あ
る
。
五
明

門
下
の
佐
川
山
色
な
ど
の
大
先
輩
の
中
で
一
花
が
何
故
催
主
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
興
味
は

尽
き
な
い
。

　
〔
後
略
〕

（「
女
米
鬼
」
一
〇
二
号
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
日
発
行
よ
り
）
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辻
能
の
斑
女
が
舞
や
夏
柳　
　

碧

　
「
田
舎
の
み
ち
ば
た
で
、
田
舎
巡
り
の
楽
団
一
行
が
日
本
芸

能
の
一
つ
で
あ
る
能
楽
を
演
じ
て
い
る
。
周
り
に
は
農
民
た
ち

が
集
ま
り
拍
手
喝
采
を
し
た
り
し
な
が
ら
興
味
深
げ
に
眺
め
て

い
る
。

　

そ
の
楽
団
が
演
じ
て
い
る
様
子
が
能
舞
台
の
『
班
女
は
ん

じ
ょ
』
と
重
ね
合
わ
さ
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

　

お
り
し
も
今
を
盛
り
と
夏
の
柳
が
さ
わ
さ
わ
と
揺
れ
動
い
て

い
る
。」

　

河
東
碧
梧
桐
は
、
明
治
四
十
年
七
月
二
十
九
～
八
月
一
日
、

石
井
露
月
邸
宅
に
滞
在
。「
露
月
日
記
」
は
そ
の
部
分
を
焼
失

し
て
い
る
が
、
碧
梧
桐
の
『
三
千
里
』
の
記
録
で
推
測
す
る
と
、

句
会
を
高
尾
山
と
戸
米
川
小
学
校
校
庭
で
開
催
。
一
花
の
名
前

は
見
当
た
ら
な
い
が
、
年
齢
を
考
え
、
掛
け
軸
は
、
一
花
が
手

に
し
た
と
考
え
た
い
。（
伊
藤
正
祥
）

伊藤正祥氏蔵
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塩
蓼
の
壺
中
に
へ
る
や
自
ら　
　

虚
子

　

明
治
四
十
三
年
八
月
二
十
一
日
、
正
岡
子
規
の
後
継
者
と
目

さ
れ
て
い
た
高
浜
虚
子
が
、
女
米
木
に
や
っ
て
き
た
。
そ
の
日

の
「
露
月
日
記
」
に
は
、「
二
十
一
日 

晴
、
虚
子
、
百
穂
、
松

圃
ノ
五
人
、
車
ヲ
連
ネ
テ
来
ル
。
午
後
四
時
、
山
ニ
上
リ
写
真
、

ス
ケ
ッ
チ
等
」、
ま
た
「
夜
、
皆
々
揮
毫
等
、
十
二
時
ニ
至
ル
、

車
夫
等
、
本
家
ニ
泊
ル
」
と
あ
る
。
こ
の
時
、
書
か
れ
た
作
品

が
こ
れ
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
露
月
は
ど
う
い
ふ
心
持
で
余
を
待
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
と

か
、
或
は
ど
ん
な
風
體
を
し
て
余
を
迎
へ
る
だ
ら
う
か
と
か
い

ふ
や
う
な
事
よ
り
も
昔
は
東
京
で
共
に
俳
句
を
作
り
共
に
酒
を

伊藤正祥氏蔵

飮
み
共
に
「
一
度
は
衆
議
院
議
員
に
も
な
つ
て
見
度
い
ね
」「
僕

も
一
度
は
な
つ
て
見
度
い
と
思
ふ
」
な
ど
ゝ
言
ひ
合
つ
た
友
逹

が
十
餘
年
間
此
秋
田
の
山
中
に
隠
れ
て
ゐ
て
一
度
も
東
京
に
出

て
來
な
い
、
手
紙
も
年
始
狀
以
外
に
は
餘
り
遣
り
取
り
も
し
な

い
、
其
友
に
、
遙
々
二
百
里
の
道
を
來
て
、
今
日
は
秋
田
か
ら

更
に
六
里
の
野
道
を
し
て
逢
ひ
に
行
く
の
だ
と
思
ふ
と
何
と
な

く
心
が
躍
る
の
で
あ
つ
た
。」

（
髙
濱
虚
子
「
露
月
を
女
米
木
に
訪
ふ
の
記
」『
髙
濱
虚
子
全
集
』〈
改

造
社
〉
よ
り)　

　

こ
の
年
、
虚
子
は
三
十
六
歳
、
百
穂
は
三
十
二
歳
、
露
月
は

三
十
七
歳
で
あ
っ
た
。（
伊
藤
正
祥
）
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「
新
雪
」
と
悠
心
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
正
祥

　

平
成
元
年
、
県
教
育
関
係
退
職
者
互
助
会
の
協
力
で
悠
心
俳

句
会
が
で
き
た
。当
時
指
導
に
当
た
ら
れ
た
熊
谷
詩
城
氏
は「
新

雪
」
の
主
宰
者
で
も
あ
っ
た
の
で
、
悠
心
句
会
は
弟
分
に
あ
た

る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
上
句
、
米
屋
道
子
代
表
か
ら
「
新
雪
」
は
十
月
の

四
二
〇
号
で
終
刊
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
全
く
衝
撃
的
で

言
葉
も
な
か
っ
た
。「
新
雪
」
に
は
悠
心
俳
句
会
の
句
を
掲
載

し
て
も
ら
い
、
と
て
も
有
難
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

木
村
登
龍
氏
の
「
一
句
鑑
賞
」
や
佐
々
木
ミ
ツ
ヱ
氏
の
「
月

例
俳
句
を
見
る
」
な
ど
で
の
お
二
人
の
暖
か
い
評
は
、
い
つ
も

敬
意
を
持
っ
て
拝
読
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

電
話
だ
け
で
し
た
が
、
米
屋
道
子
氏
と
は
勿
論
、
一
ノ
関
仁

志
氏
や
松
山
蕗
州
氏
と
も
親
し
く
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の

都
度
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
米
屋
氏
か

ら
は
磯
崎
夏
樹
氏
の
短
冊
を
頂
き
、
突
然
だ
っ
た
の
で
大
変
驚

き
、
ま
た
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
七
月
の
句
会
で
悠
心
会
員
に

配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
「
忘
年
や
二
寸
の
白
魚
箸
に
の
せ　

夏
樹
」
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
早
速
床
の
間
に
飾
り
鑑
賞
し
て
お
り
ま
す
。
米

屋
氏
が
磯
崎
夏
樹
氏
の
ご
息
女
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
、「
お
会
い

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
と
質
問
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
汗
顔
の
至
り
で
す
。
夏
樹
氏
の
句
碑
は
千
秋
公
園
内
に
あ

り
、
熊
谷
詩
城
氏
が
建
立
な
さ
れ
た
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
公
園
の
散
歩
に
楽
し
み
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
十
七
年
に
悠
心
俳
句
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
以
前

同
職
し
た
土
田
兼
人
氏
や
雄
和
の
種
平
小
学
校
で
の
恩
師
進
藤

市
太
郎
先
生
（
進
藤
白
楊
）
も
会
員
で
し
た
。
特
に
恩
師
進
藤

先
生
と
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
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間
も
な
く
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
悔
や
ま
れ
ま
す
。

小
学
五
年
生
の
頃
進
藤
先
生
か
ら
俳
句
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

「
秋
晴
れ
の
五
郎
兵
衛
沢
に
石
ひ
ろ
い　

正
祥
」。
記
憶
に
残
る

私
の
唯
一
の
俳
句
で
す
。

　

数
年
前
熊
谷
詩
城
氏
建
立
の
石
碑
が
あ
る
と
聞
き
、
男
鹿
の

入
道
崎
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
新
雪
」
門
流
の
祖
・
大
須

賀
乙
字
師
の
句
碑
で
あ
り
ま
し
た
。
師
を
重
ん
ず
る
熊
谷
氏
の

熱
意
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。大
須
賀
乙
字
師
ら
の「
新

雪
」
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
通
巻
三
七
六
号
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
が
入
会
し
た
当
時
の
会
員
は
二
十
数
名
で
し
た
が
、
今
や

五
名
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

俳
誌
「
新
雪
」
は
七
十
数
年
の
長
い
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
携
わ
っ
た
方
々
の
心
情
を
思
う
に
つ
け
、
無
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
明
治
三
十
三
年
、
石
井
露
月
氏
な
ど
で

創
刊
の
「
俳
星
」
も
、平
成
二
十
七
年
に
休
刊
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
の
俳
誌
界
は
と
て
も
寂
し
い
限
り
で
す
。
新
雪
句
会

は
続
く
よ
う
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
常
に
私
た
ち

の
道
し
る
べ
的
存
在
で
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
、
心
地
よ

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（「
新
雪
」
終
刊
号
（
通
巻
四
二
〇
号
）、
令
和
二
年
十
月
十
日
発
行
）

　
【
後
記
】

　
『
蟬
時
雨
』
の
跋
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
「
女
米
鬼
」

一
〇
二
号
か
ら
、
著
者
の
曽
祖
父
や
、
碧
梧
桐
の
掛
け
軸
に
ふ

れ
て
い
る
長
谷
部
清
一
氏
と
、
工
藤
一
紘
氏
の
論
考
を
転
載
し

た
。
た
だ
し
、
伊
藤
総4

兵
衛
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
惣4

兵
衛
に
訂

正
し
た
。

　

ま
た
、「
新
雪
」
に
つ
い
て
は
、「
あ
ら
ゆ
き
」
と
よ
ん
で
い

た
時
代
、
秋
田
文
化
出
版
社
で
印
刷
し
て
い
た
の
で
、
磯
崎
夏

樹
さ
ん
の
勤
務
先
の
平
野
井
木
材
工
業
株
式
会
社
に
校
正
を

も
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。（
Ｊ
）

折り紙アート「水仙」
伊藤博子氏作


